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民
生
児
童
委
員
が

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

12
月
１
日
か
ら
地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手

民
生
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
新
た
に
３２
名
の
民
生
児
童
委
員
と
２
名
の
主
任

児
童
委
員
が
決
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
、
福
島
県
知
事
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
２２
年
１２
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

民
生
児
童
委
員
は
、
社
会
福
祉
の
精
神
を
も
っ
て
、
多
様
化
す
る
地
域
福
祉
の
諸
問
題

に
取
り
組
み
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

委
嘱
状
の
交
付
後
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
飯
塚
孝
子
さ

ん
、
副
会
長
に
横
山
圭
子
さ
ん
、
藤
田
希
惠
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
、

民
生
児
童
委
員
と
連
携

し
て
児
童
・
家
庭
問
題

の
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

会長　飯塚 孝子さん
担当地区 坂田

副会長　横山 圭子さん
担当地区 楢戸

副会長　藤田 希惠子さん
担当地区 新町

目黒 より子さん
担当地区 田中

須佐 ひろみさん
担当地区 叶津・入叶津・八木沢

原田 リエ子さん
担当地区 蓮の原

三瓶 秀樹さん
担当地区 長浜・荒島

三瓶 由利子さん
担当地区 大倉下

目黒 由実子さん
担当地区 舘ノ川・黒沢

渡部 悦子さん
担当地区 小川下・荒井原

目黒 良平さん
担当地区 塩ノ岐

矢沢 順子さん
担当地区 原

鈴木 雅子さん
担当地区 新屋敷

小沼 仲子さん
担当地区 沖・根木沢

目黒 敬子さん
担当地区 熊倉・亀岡・深沢

福崎 ミチ子さん
担当地区 大倉上

齋藤 陽子さん
担当地区 全域

五十嵐 イミ子さん
担当地区 塩沢・十島

五十嵐 さつきさん
担当地区 下福井

山内 ふぢ子さん
担当地区 梁取

目黒 ハナエさん
担当地区 宮渕・上町

菅家 トヨ子さん
担当地区 只見沖

菅家 喜佐男さん
担当地区 黒谷入

渡部 新喜さん
担当地区 小川

星 郁子さん
担当地区 二軒在家

赤塚 洋さん
担当地区 全域

三瓶 キクエさん
担当地区 宮原・寄岩

堀金 太一さん
担当地区 上福井

角田 たかえさん
担当地区 小林下

菅家 友徳さん
担当地区 布沢下

五十嵐 アキ子さん
担当地区 居平・久保

木津 貞子さん
担当地区 黒谷町

馬場 修子さん
担当地区 小林上

菅家 まき子さん
担当地区 布沢上

民
生
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　 
～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～
　   

地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
相

談
で
き
る
相
手
で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒

の
地
区
で
生
活
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
心
配

ご
と
や
困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

子
育
て
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、
介
護
の
こ
と
、
経
済
的

な
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
生
児
童
委
員
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

●
社
会
奉
仕
の
精
神　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

●
基
本
的
人
権
の
尊
重　

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身

上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
人
種
、
信
条
、

性
格
、
社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ
る
差
別
的
、
優
先

的
な
取
り
扱
い
は
し
ま
せ
ん
。

●
政
党
・
政
治
的
目
的
へ
の
地
位
利
用
の
禁
止　

職
務
上
の

地
位
を
政
党
ま
た
は
政
治
目
的
の
た
め
に
利
用
し
ま
せ
ん
。

一
、
社
会
調
査
の
は
た
ら
き
（
ア
ン
テ
ナ
的
な
役
割
）

担
当
区
域
の
住
民
の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
、
日
常
的

に
把
握
し
ま
す
。

二
、
相
談
の
は
た
ら
き
（
世
話
役
的
な
役
割
）

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
の
立
場
に

立
ち
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま
す
。

三
、
情
報
提
供
の
は
た
ら
き
（
告
知
板
的
な
役
割
）

社
会
福
祉
の
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
や
情
報
を
住
民
に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。

四
、
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き
（
パ
イ
プ
的
な
役
割
）

住
民
が
個
々
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、関
係
機
関
や
団
体
等
に
連
絡
し
、

必
要
な
対
応
を
促
し
ま
す
。

五
、
調
整
の
は
た
ら
き
（
潤
滑
油
的
な
役
割
）

住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

六
、
生
活
支
援
の
は
た
ら
き
（
支
援
的
な
役
割
）

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行
い
、
ま
た
支

援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

七
、
意
見
具
申
の
は
た
ら
き
（
代
弁
者
的
な
役
割
）

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策
に
つ
い
て
と
り

ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を
通

じ
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

◆
自
主
性　

常
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
自
発
的
、
主
体
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
奉
仕
性　

誠
意
を
も
ち
地
域
住
民
と
の
連
帯
感
を
も
っ

て
、
常
に
謙
虚
に
無
報
酬
で
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力
し
ま
す
。

◆
地
域
性　

担
当
区
域
を
基
盤
と
し
て
、
適
切
な
活
動
を
行

い
ま
す
。

■
住
民
性
の
原
則　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
た

め
、
住
民
に
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
継
続
性
の
原
則　

福
祉
問
題
の
解
決
は
時
間
を
か
け
て
行

う
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
委
員
の
交
替
が
行
わ
れ
た
場
合

で
も
、
そ
の
活
動
は
必
ず
引
継
が
れ
、
常
に
継
続
し
た
対

応
を
行
い
ま
す
。

■
包
括
・
総
合
性
の
原
則　

個
々
の
福
祉
問
題
の
解
決
を
図

っ
た
り
、
地
域
社
会
全
体
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
包
括
的
・
総
合
的
な
視
点
に
立

っ
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　 

～
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
担
当
～  

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
の
福
祉
に
関
し
て
次
の
事
項

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
子
ど
も
の
福
祉
に
関
係
す
る
機
関
と
の
連
絡
調
整

②
児
童
委
員
の
活
動
に
対
す
る
援
助
・
協
力

③
児
童
委
員
と
と
も
に
乳
幼
児
を
も
つ
親
の
子
育
て
に
関

す
る
　
活
動
や
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
活
動

民
生
児
童
委
員
の
職
務

 

　 

～
あ
な
た
の
心
配
ご
と
を
お
手
伝
い
し
ま
す
～

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
役
割
を
一
言
で
言
う

と
「
援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
自
立

し
た
生
活
が
で
る
よ
う
相
談
に
乗
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
支
援
し
た
り
す
る
」
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
立
場
で
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
た
り
、
心

配
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
役
を

務
め
ま
す
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
す
る
た
め
に
下
記
の
よ
う
な
基
本
姿
勢

や
基
本
原
則
、
７
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

3
つ
の
基
本
姿
勢

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

～
７
つ
の
は
た
ら
き
～

3
つ
の
基
本
性
格

活
動
の
３
つ
の
原
則

只
見
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　

事
務
局　

只
見
町
保
健
福
祉
課
福
祉
班

電
話　
（
八
四
）
七
〇
一
〇

問
い
合
わ
せ


